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医療に携わるものとして
環境経営を通じて人も地球も救いたい

静岡済生会総合病院

「これではいけない」という空気が
エコアクション２１の導入につながりました
　きっかけは廃棄物の分別です。医療の現場として廃棄物、とりわけ感染性
廃棄物は、きちんと処理されるのは当然で、適正に処理されるべきもので
す。以前に誤混入が発見され、院内全体に「これではいけない」という空気
が生まれました。ちょうどそのとき、同じ系列である大阪の吹田病院での導
入実績を耳にし、医療廃棄物の適正処理を推進するために、エコアクション
２１を導入、環境活動として、この課題に取り組み始めました。
　誤混入のこともあり、職員全体への浸透も早かったように思います。加え
て、主婦層の職員が家庭での分別意識をそのまま持ち込んだおかげで、そ
れまで意識の薄かった職員も積極的に分別を行うようになりました。もちろ
ん、浸透には事務局の説明努力もありますし、廃棄物の分別で迷ったときな
どは事務局がフォローするというながれは、院内全体での環境活動につな
がっている実感があります。

混ぜればゴミ、分ければ資源の言葉どおり
エコアクション２１がコストを利益に変換してくれる
　医療廃棄物には「疑わしき
は感染ゴミ」の不文律がある
のですが、「混ぜればゴミ」
「分ければ資源」の言葉どお
り、資源ゴミへの分別は、コ
ストを利益に変換してくれま
す。そこで独自にコストと売
却益を記した「分別シート」を
作成。分別に迷うゴミの写真
をゴミ箱の上に張り付けたり
しながら、医療廃棄物の適正処理と処理コストの削減を両立させています。
古紙の分別による売り上げを、院内トイレの改修費用に充てる――こうした
還元の動きも少しずつですが始まっています。フィードバックによるモチ
ベーションの向上を期待し、みんなで頑張った証のようなものを形としてみ
せられるようにしていきたいと思います。このようなコスト削減で生まれた
利益を次の活動につなげていけるよう、今後もしっかり考えていきたいで
すね。

地域のみなさんに伝えていけたらいいですね
　毎年開催する「ホスピ
タルフェア」は、当院と
地域住民とのふれあい
の場です。昨夏は職員
が、エコアクション２１
マークを入れたうちわ
を地域の子どもたちと
一緒に作るなど、親睦を
深めながら地域におけ
る環境活動の一環とし
ています。さらに、こうし

た当院の環境活動を外向けに発信できるようにし、これからの活動のモチ
ベーションにつなげていければと考えています。

職員みんなの創意工夫が
活動を継続する力になっています

　それぞれの部署ごとにエコ隊員が選出され、現場での環境活動を牽引し
ています。病院全体の目標だけではなく、それぞれの部署ごとで、それぞれ
が考え取り組んでいる活動が原動力になり、それが当院の環境活動の特徴
だと思います。エコアクション２１事務局のメンバーが３ヶ月単位で活動状況
を報告するシートを作成、部署内でチェック、コメントバックするしくみも、環
境活動を継続、向上させている力になっています。
　部署ごとの取り組みで成果を上げている一方で、部署間での連携、横の
つながりは、まだ進んでいないように思われます。院内研究発表の場にエコ
アクション２１枠を設けて、他の部署での活動成果を「見せる化」し、部署間で
の情報交換、切磋琢磨、そしてこれからの活動のモチベーションにつなげて
いきたいと考えています。

地域事務局や審査人の方に教えていただきながら
５年後、１０年後を目指します
　エコアクション２１を通じた環境活動への理解は、この５年でかなり進んだ
と思っています。一方で、数値的な効果も横ばい傾向になり、正直頭打ちと
なっているのが現状です。継続には、やはり一人一人のやる気、モチベー
ションの向上が欠かせません。その辺りのヒントを、地域事務局や審査人の
方に教えていただきながら、これからも、みんなが「面倒にならない」環境活
動を心がけて、５年後、１０年後を目指します。
　毎年の審査は大変だと思うこともありましたが、その都度審査人の方に
いろいろと相談、教えていただけるのは、エコアクション２１のいいところだ
と思います。これからも、この「割安」なメリットを大いに生かし、審査人の方
に協力いただきながら、医療だけでなく環境経営でも地域で輝いている病
院でありたい、そう願っています。
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教育の一番札所は
地球環境の一番札所を目指します

国立大学法人鳴門教育大学教  育

エコアクション２１は本学における
環境活動の道しるべです

　平成22年に環境の基本方針を定めてから、環境への取り組みに理解が
深まる中、21世紀を生きる我々がどういう問題・課題に直面しているかに考
えを巡らせるようになりました。そのひとつに地球温暖化をもたらす温室効
果ガスの問題があります。全世界的・全人類的な課題ではありますが、本学
のような小さな力を結集して担うことのできる課題、地球のため未来のた
めに我々が実行に移していける課題だと考えました。そのための道しるべ
として、エコアクション21の認証を取得して、職員と学生ともに本学構成員
全員で環境活動を続けてきています。

「一人ひとりが環境マインドを育んでいくこと」
エコアクション21を通じたすべての取り組みは
そこに帰結します
　ゴミの減量や省エネルギーなど、環境方針に準じた活動を行っています
が、もっとも大きなものは個々の環境マインドを育成していることになるの
ではないかと思います。本学で学び社会に巣立つ9割の学生が、教壇に立
ち、子供たちに教鞭をふるうことになります。そうした教育大学の性格を大
いに生かし、教師の卵たちにしっかりと環境マインドを醸成することで、その
精神が教え子たちに伝播し、次代の地球を守る礎になっていくのではない
でしょうか。それこそが環境問題に対する、本学の務め・責任だと言えるかも
しれません。

　「もったいない」「ゴミにしない」の気持ちから、芸術系講義の創作活動に
流木を利用しているのも、環境マインドを醸成する一助につながっていると
思います。「枯れて流されていても、また違う形で生き返る」、リユースに共
通する考えを自然と講義の中で養っていく。けしてエコアクション21の活
動項目に謳っているわけではありませんが、大きな意味で本学の環境活動
のひとつと捉えています。

　教師は、子供たちの鏡です。これは今も昔も変わりありません。その教師
が環境に良いことを自然と振る舞えれば、それを見た子供たちは良い所作
を身につけていきます。さらにその子供たちが成人して子供を授かり、その
子供たちにも、環境マインドが受け継がれていく・・・こうした自然な循環が
生まれることで、地球の未来は、少しだけ明るいものになると信じています
し、本学がそのきっかけになれれば大変うれしいですね。

学校経営にもしっかりプラス
実効面にも優れているところがエコアクション21の
すばらしいところですね
　エコアクション21による環境活動を継続していく上では、経営面でのメ
リット・効果も重要だと考えています。大学を経営面で捉えた場合、決められ
たお財布でいろいろなことをしなければなりません。環境活動によって削
減されたコスト（たとえば電気使用料や水道使用料など）は、財務的にはプ
ラスになっているわけで、これを環境活動で生み出された「利益」として還
元、再びエコ設備導入への原資とする循環、本学で言えばLED化によって
生まれた「利益」を元に、空調設備の更改を実施するという、好循環につな
がっています。これによって活動を続けていくモチベーション、意識の向上
が図れると思っています。
　環境活動によって、適切な照明や空調設備が整い、学び舎がきれいにな
ることは、入学意欲・修学意欲にもプラスに働いていると思います。加えて
本学の環境への取り組みが地元メディアに紹介されたときには、広報宣伝
の費用をかけることなく評判が高まりまして・・・これもエコアクション21の
波及効果なのだろうと喜んでいます。

数値に表すことの難しい気持ちの変化を捉えたい
これからエコアクション21を継続していく上で
本学が挑戦していくべき課題です
　環境マインドの育成を全面に打ち出して、新入生のオリエンテーションか
ら始まり、学生生活・講義の場で折に触れて個々の気持ちに浸透していくよ
うに務めていますが、その浸透度、環境マインドが時間とともにどのように
培われているのか、縦断的に調査してエビデンス＝科学的根拠を開示でき
ないかと考えているところです。無形であるもののエビデンスは難しいと
思いますが、大学での取り組みとして目に見える効果測定を実現できれば、
他の教育機関でも取り組むところが出てくるのではないか、それが日本を、
世界を救うことにつながっていくのではないか、そう考えています。

新入生に対してエコアクション21の概要を説明

新任職員研修時にエコアクション21への
取り組みを紹介

国立大学法人鳴門教育大学
〒772-8502 鳴門市鳴門町高島字中島 748番地
学長　田中 雄三
【開設】 昭和 56年 10月　【活動】 教育・研究活動
【事業内容】 教員養成系大学
【EA21認証・登録番号】 0008147（最新の環境活動レポートは
http://www.ea21.jp/list/pdfn/0008147.pdf をご覧ください）

静岡済生会総合病院
〒422-8527 静岡県静岡市駿河区小鹿 1丁目1－1
病院長　石山 純三　
【開設】 昭和 23年 6月
【施設概要】 病床数 521床・地域医療支援病院・看護体制（７：１）
　　　　　 救命救急センター併設
【EA21認証・登録番号】 0006616（最新の環境活動レポートは
http://www.ea21.jp/list/pdfn/0006616.pdf をご覧ください）

私たちエコアクション21で頑張っています！私たちエコアクション21で頑張っています！


